
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

あっという間に今年度も残すところ１カ月となりました。子どもたちは

１年で大きく成長しましたね。毎日の食事の場面でも、成長を感じる瞬間

があったのではないでしょうか。園でも、食べる量が増え、成長した子ど

もたちの笑顔を見るとうれしく思います。 

 

 

 

 

 

「おいしいね」と誰かと会話しながら食べるとき、「一緒に食べてお

いしい、うれしい」という心地よさを子どもはたくさん感じています。 

「おいしい」「うれしい」「楽しい」という気持ちをたくさん感じる

ことが《食べることが好きになる》土台になります。 

 

子どもの目の前でおにぎりを作ったり、パン

にジャムをぬったり…大人が子どものために

料理する姿を見せることで、子どもは「自分の

ために作ってくれた」と、《自分を大切に思っ

てもらっている》ことを感じるようになります。 

「おいしい！」「また作ってね。」という

会話から、時には子どもと一緒に作るのも

楽しいですね。食事の準備に関わること

で、料理ができあがるまでにはたくさんの

工程があることを知ります。作り手の思い

を知ることで食べることへの興味につながります。 

 

園でも「友だちと楽しく食べる」「食事の準備に関わる」ことなどを

大切にしています。お友だちと一緒に給食を食べている子どもたちの

顔は、とても楽しそうでニコニコとしています。 

食べることを通じて、心も体も大きく育ってい

ってほしいと願っています。 

 

☆朝ごはんにもおすすめです。野菜はキャベツやアスパラなど 

お好みで組み合わせてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵野市認可保育園・こども園の食育目標 「食に興味をもち、楽しく食べる」 

 

令和６年３月   桜堤保育園 

おいしいつうしん

鶏モモ肉 １２０ｇ

酒 小さじ１

人参 ６０ｇ

玉ねぎ １２０ｇ

じゃがいも １２０ｇ

カリフラワー １００ｇ

だし汁 1リットル

市販カレールウ ２５ｇ

塩 少々

【材　料】　４人分

●○●○●　おいしいレシピ　　●○●○●

■カレースープ １人あたり
80kcal

【作り方】

①鶏肉は小間切れよりやや大きめに切り、

酒をふっておく。

②人参とじゃがいもは厚いちょう切り、

玉ねぎはザク切り、カリフラワーは小房に

切る。

③だし汁に、鶏肉、玉ねぎ、人参を入れ煮

る。少ししたらじゃがいもを入れアクを取

りながら煮る。

④カリフラワーを入れ火が通ったら、塩と

カレールウで味付けする。◆ひとくちメモ◆
子どもの大好きなカレー味のスープです。
鶏モモ肉ではなく鶏手羽や手羽元で作ると、

より旨味がでておいしいです。


